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万一の場合に備えて

突然の事故で…

団体信用生命保険制度
「団体信用生命保険制度」とは、住宅貸付を借り受けている加入者が、
償還途中に死亡または所定の高度障害状態に該当された場合、生命
保険会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度です（任意加入）。

事例1

交通事故で突然死亡。住宅貸付
以外に教育貸付も借り入れてお
り、個人加入の生命保険の額も
少なかったが、団信制度に加入
していたため、住宅貸付は保険
金で完済。残された妻や子ども
には、とりあえず生活の基盤と
なる住宅を残すことができた。

脱退しなければ…事例3

生活費や子どもの教育費がかさ
み、出費を抑えるために償還途
中で団信制度を任意脱退。その
後胃癌で死亡。加入者の退職手
当で住宅貸付の返済に充てた
が、残された妻はパート収入し
かなく、今後の生活を立て直す
ために自宅を売却した。

高度障害も対象事例2

心筋梗塞により重度の脳機能後
遺障害が残っていた。2年間の
闘病生活のうえ死亡。保険金の
請求をしたところ、死亡日以前
の高度障害も認められ、高度障
害該当日にさかのぼって保険金
が支払われ、該当日以降の償還
金も返戻された。

●残された家族を守るためにぜひご加入をご検討ください。
長期にわたる償還途中で、いつ事故や病気が襲ってくるか分かりま
せん。団信制度により住宅貸付が完済になることは、不幸があった
中でも家族にとっては大きな安心につながります。

●団信制度の加入は完済するまで継続してください。
団信制度から一旦脱退すると再度は加入できません。加入を継続す
ることが重要です。

●住宅貸付を申し込む際は、必ず家族と加入の有無につい
て相談してください。

申し込む際は契約概要、注意喚起情報を必ずご確認ください。

のご加入をご検討
ください
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第１章　団体信用生命保険制度の概要

１．団体信用生命保険制度の特長

　団体信用生命保険制度（以下「団信制度」とい

います）は、住宅貸付を借り受けている加入者

（以下「借受人」といいます）が償還途中で死亡

または所定の高度障害状態（以下「保険事故」と

いいます）に該当された場合、生命保険会社から

私学事業団に支払われる保険金により貸付金残高

に充当される制度です。

　これにより、借受人の遺族等は退職手当等の資

金を債務の返済に充てることなく、団信制度によ

る保険金をもって完済となるため、生活の安定を

図ることができます。

２．団信制度のしくみ
⑴　契約形態

　私学事業団… …………保険契約者

　借受人… ………………被保険者（団信制度適用者）

　私学事業団… …………保険金受取人

　生命保険会社… ………保険者　

　※事務幹事保険会社は明治安田生命保険相互会社です。

⑵　しくみ
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⑶　貸付金残高と団信制度の保険期間・保険金額のイメージ

３．団信制度の内容
⑴　適用資格

　次の①および②の条件を満たす人の任意加入となります。

①　貸付日現在の満年齢が20歳以上70歳未満の人

　（注）満年齢の到達日は、誕生日の前日となります。

②�　「団体信用生命保険申込書兼告知書」（10ページ参照。以下「だんしん告知書」といいま

す）を私学事業団に提出し、申込日（記入日）現在の健康状態（告知事項を参照）に関して

明治安田生命保険相互会社の確認により適用が承認された人

【告知事項】
1　最近3か月以内に医師の治療（指示・指導を含みます）・投薬を受けたことがありますか。
2�　過去3年以内に下記の病気で、手術を受けたことまたは2週間以上にわたり医師の治療（指示・
指導を含みます）・投薬を受けたことがありますか。
　・�狭心症、心筋こうそく、心臓弁膜症、先天性心臓病、心筋症、高血圧症、不整脈、その他心臓病
　・脳卒中（脳出血・脳こうそく、くも膜下出血）、脳動脈硬化症、その他脳の病気
　・�精神病、うつ病、神経症、てんかん、自律神経失調症、アルコール依存症、薬物依存症、知的障
害、認知症

　・ぜんそく、慢性気管支炎、肺結核、肺気腫、気管支拡張症
　・胃かいよう、十二指腸かいよう、かいよう性大腸炎、クローン病
　・肝炎、肝硬変、肝機能障がい、すい臓炎
　・腎炎、ネフローゼ、腎不全
　・緑内障、網膜の病気、角膜の病気
　・がん、肉腫、白血病、しゅよう、ポリープ
　・糖尿病、リウマチ、こうげん病、貧血症、紫斑病
　・子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣のう腫、乳腺症
3�　手・足の欠損または機能に障害がありますか。または、背骨（脊柱）・視力・聴力・言語・そ
しゃく機能に障害がありますか。

【告知事項欄の用語説明および告知対象事例】
　「指示・指導」とは
　　�医師の診察・検査を受けた結果、再検査をすすめられること、治療・投薬・入院・手術をすすめ
られること、日常の生活指導・勤務上の制限・アドバイス等を受けることをいいます。

【告知対象となる事例】
　〇腹痛で受診、医師よりアルコールを控えるようアドバイスを受けた。
　〇医療機関を受診したが病名は告げられていない。「様子をみましょう」と言われた。
　〇医療機関を受診し、病名は＊＊＊＊との診断を受けた。「半年後にまた来てください」と言われた。

保険期間（＝償還期間）

貸付金残高＝保険金額

返済により逓減

保障開始日（貸付送金日） 脱退（完済）

貸
付
金
残
高

＝

保
険
金
額
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※貸付送金日が貸付実行日

【告知対象外となる事例】
　〇人間ドックを受診したが結果はまだ知らない　　　〇人間ドックを受診した結果、異常なし
　〇健康診断・人間ドック受診時の診察・検査のみ
　「２週間以上にわたり」とは
　�一連の病気やけがで、医師の治療（指示・指導を含みます）や投薬を受け、転医、転科を含め、初
診から終診までの継続加療期間で、医師の管理下にあった期間をいいます｡（実際の診療日数ではあ
りません｡）過去３年以内に初診日が含まれていない場合でも、継続加療期間が３年以内に含まれて
いる場合は、告知が必要です。また、２週間分以上の薬を処方されているときは、｢２週間以上にわ
たり投薬を受けたこと」に該当いたします。

【告知対象となる事例】
　〇�５年前に「狭心症」と診断され、現在まで発作の再発はなく、定期的な検査を受けている。
　〇�10年前に「脳梗塞」を発症した。後遺症もなく日常生活に支障はないが、内服薬を処方され定
期的に通院している。

　〇�10年前に胃癌と診断され手術を受けた。その後再発・転移も無く現在は１年ごとに通院し、経
過観察を受けている。

【告知対象外となる事象について】
　〇完治後のかぜ・インフルエンザ
　〇歯科医師（口腔外科は除く）による虫歯の治療・歯槽膿漏の治療
　〇色覚異常	 〇完治後の急性虫垂炎の手術
　〇医師による治療として処方されたものではなく健康増進のための市販のビタミン剤の服用
　〇現在治療を受けていない花粉症・水虫
　〇妊娠中および分娩後で定期健診のみ受診
　〇予防接種後の副反応および副反応疑いがない場合
　〇�予防接種後に副反応または副反応疑いがあったとしても、医師による治療（指示・指導を含
む）・投薬を受けていない場合

⑵　適用者の区分
①　新規適用者
　ア．住宅貸付の申し込みと同時に団信制度への適用を申し込み、適用が承認された人
　イ．�借り換えによる住宅貸付の申し込みと同時に団信制度への適用を申し込み、適用が

承認された人
②　中途適用者
　①のうち、住宅貸付の申し込み時に適用を希望したが告知内容等により適用が承認され
なかったが、後に有資格者となり、適用を申し込み、適用が承認された人

⑶　適用日と保障開始日

適用者の区分 適用日 保障開始日

新規適用者

貸付送金日の属する月の翌月1日 貸付送金日
【毎月2日または22日（その日が
土・日曜日または休日のときはその翌
日）】

中途適用者

適用申し込みの受け付け締め切り日
【毎月15日（その日が土・日曜日
または休日のときはその前日）】
の属する月の翌月1日

適用申し込みの受け付け締め切り日
【毎月15日（その日が土・日曜日ま
たは休日のときはその前日）】の属す
る月の翌月1日
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⑷　保障終了日

　団信制度適用者が次のいずれかの事由に該当したときは、団信制度から脱退することにな

り、その日をもって保障は終了します。

事由 保障終了日

死亡したとき 死亡日
所定の高度障害状態に該当されたとき 高度障害固定日
貸付金を完済したとき 完済した日
満年齢81歳に達したとき 達した日の属する月の末日

任意脱退の申し出をしたとき
団信制度脱退申し出締め切り日の属する月の末日
ただし、「貸付金任意償還・団信制度脱退申出書」
により16日以降に申し出のあった場合は翌月末日

退職したとき（継続資格取得や任意
継続加入をする場合も含みます）

定期償還として通知された月の末日

保険料充当金または償還金が3か月
以上未納のとき

3か月以上未納となった日の属する月の末日
（なお、未納の起算日は、償還期限の属する月から
起算）

貸付規則による即時償還に該当した
とき

該当した日の属する月の末日

⑸　保険期間

　団信制度適用者の保険期間は、適用日から保障終了日までとなります。

⑹　保険金額（保障額）

　保険金額は、保険事故日現在の貸付金残高となります。

⑺　保険料充当金

　団信制度適用者は、毎月の定期償還額のほかに保険料充当金を負担することになります。

①　保険料充当金の算出方法

保険料充当金（月額）＝貸付金残高（保険金額）×保険料充当金率

（注1）保険料充当金に円未満の端数が生じた場合は、円未満を四捨五入します。

（注2）保険料充当金率は、年齢にかかわらず一定となります。

（注3）保険料充当金は、掛け捨てとなります。

②　保険料充当金率

　保険料充当金率は、貸付金額1万円につき月額3円30銭です（令和7年4月1日現在）。

（注）�将来、加入率や団信制度適用者の年齢構成・保険事故の発生率等により、保険料充当

金率を変更することがあります。
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③　保険料充当金の算出基礎となる貸付金残高

保険料充当金の算出基礎となる貸付金残高 算  式

新規適用者

適用年月日から年度末（3月末日）までは、
貸付金額が算出基礎となります。

貸付金額 ×
 3円30銭 
1万円

翌年度（4月）以降は、その前年度末（3
月末日）の貸付金残高が算出基礎となりま
す。

3月末日の
貸付金残高

×
 3円30銭 
1万円

中途適用者

適用月の前月末日の貸付金残高が、適用年
月日から年度末（3月末日）までの算出基礎
となります。

適用月末日の
貸付金残高

×
 3円30銭 
1万円

翌年度（4月）以降は、その前年度末（3
月末日）の貸付金残高が算出基礎となりま
す。

3月末日の
貸付金残高

×
 3円30銭 
1万円

一部任意償
還したとき

一部任意償還月の翌月から年度末（3月末
日）までは、一部任意償還後の貸付金残高
が算出基礎となります。

一部任意償還後
の貸付金残高

×
 3円30銭 
1万円

（注）�住宅貸付の償還途中に借り換えを行い、借り換え後も適用を希望する場合は、新規適

用者と同様の扱いとなります。あらためて「だんしん告知書」を提出してください。

＜計算例1＞

　　新規適用者で貸付金額が300万円の場合

　　
300万円×

 3円30銭 
＝990円（月額）

　　　　　　　 1万円

＜計算例2＞

　　中途適用者で貸付金残高が145.4万円の場合

　　
145.4万円×

 3円30銭 
×＝479.8円→480円（月額）

　　　　　　　　1万円

④　保険料充当金の徴収期間

　保険料充当金は、適用日の属する月から保障終了日の属する月まで、毎月徴収します。

ただし、新規適用者で保障開始日から適用日までの間に、保険事故が発生したときは、1か

月分の保険料充当金を別途徴収します。
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⑤　保険料充当金の徴収方法

　毎月、定期償還額とあわせて「貸付金定期償還等通知明細書」等により通知しますので、

学校法人等は、団信制度適用者の保険料充当金を取りまとめ、償還期限日までに払い込ん

でください。

⑥　保険料充当金の税務取り扱い

　生命保険料控除の対象となる保険料は、保険金受取人を本人またはその配偶者、その他

の親族とする生命保険契約等に基づいて支払った保険料と定められていますが、団信制度

の保険金受取人は私学事業団ですので、団信制度適用者の負担する保険料充当金は、生命

保険料控除の対象とはなりません。

税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。

⑻　保険料の支払い

　保険料は、団信制度適用者から徴収する保険料充当金と、保険会社から支払われる配当金を

もって原資とし、毎月私学事業団から明治安田生命保険相互会社へ支払います。

　（注）�保険料率は契約応当日現在における全適用者の年齢構成・貸付金残高等に基づき毎年

再計算し適用します。

⑼　配当金

　保険料充当金は、保険料より予想配当金を差し引いた形で徴収しているため、団信制度適用

者に配当金の還付はありません。

⑽　死亡・高度障害保険金

①　保険金が支払われる場合

　団信制度適用者が借入金の償還途中（保険期間中）に、次のいずれかに該当した場合に、

保険金を支払います。

名称 支払事由

死亡保険金 保険期間中に死亡されたとき

高度障害
保険金

保障開始日以後の傷害または疾病により、保険期間中に次のいずれかの高度障害状

態に該当されたとき

①両眼の視力を全く永久に失ったもの（※1）

②言語またはそしゃくの機能を全く永久に失ったもの（※2）

③中枢神経系または精神に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの（※3）

④胸腹部臓器に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの（※3）

⑤両上肢とも、手関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの（※4）

⑥両下肢とも、足関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの（※4）

⑦�1上肢を手関節以上で失い、かつ、1下肢を足関節以上で失ったかまたはその用

を全く永久に失ったもの

⑧1上肢の用を全く永久に失い、かつ、1下肢を足関節以上で失ったもの
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（備考）
※1　眼の障害（視力障害）
　⑴�視力の測定は、万国式試視力表により、1眼ずつ、きょう正視力
について測定します。

　⑵�「視力を全く永久に失ったもの」とは、視力が0.02以下になっ
て回復の見込みのない場合をいいます。

　⑶�視
し

野
や

狭
きょう

さくおよび眼
がん

瞼
けん

下
か

垂
すい

による視力障害は視力を失ったも
のとはみなしません。

※2　言語またはそしゃくの障害
　⑴�「言語の機能を全く永久に失ったもの」とは、次の3つの場合をいいます。
　　①�語音構成機能障害で、口唇音、歯舌音、口蓋音、こう頭音の4種のうち、3種以上の発音が不

能となり、その回復の見込みのない場合
　　②�脳言語中枢の損傷による失語症で、音声言語による意志の疎通が不可能となり、その回復

の見込みのない場合
　　③�声帯全部のてき出により発音が不能な場合
　⑵�「そしゃくの機能を全く永久に失ったもの」とは、流動食以外のものは摂取できない状態で、
その回復の見込みのない場合をいいます。

※3　常に介護を要するもの
　�「常に介護を要するもの」とは、食物の摂取、排便・排尿・その後始末、および衣服着脱・起居・歩
行・入浴のいずれもが自分ではできず常に他人の介護を要する状態をいいます。

※4　上・下肢の障害
　�「上・下肢の用を全く永久に失ったもの」とは、完全にその運動機能を失ったものをいい、上・下
肢の完全運動麻ひ、または上・下肢においてそれぞれ3大関節（上肢においては肩関節、ひじ関
節および手関節、下肢においてはまた関節、ひざ関節および足関節）の完全強直で、回復の見込
みのない場合をいいます。

部位の例示

上 肢

下 肢

肩関節

また関節

ひざ関節

足関節

ひじ関節

手関節

②　保険金が支払われない場合

　次のいずれかに該当する場合は、保険金をお支払いできないことがあります。

　※貸付送金日が貸付実行日となります。

名　称 解除・免責等により保険金をお支払いできない場合
死亡保険金
高 度 障 害
保 険 金

□　保障開始日（＊１）から１年以内に自殺したとき
　　（＊１）�保障開始日は、貸付実行日（借り換え貸付の場合は、借り換え日）また

は事務幹事保険会社がご加入を承諾した日のいずれか遅い方の日と
なります。

□　被保険者の故意により高度障害状態に該当されたとき
□　�保険契約者または保険金受取人の故意により死亡または高度障害状態に該
当されたとき

□　戦争その他の変乱により死亡または高度障害状態に該当されたとき
　　（その程度により全額または削減して支払う場合があります。）
□　告知義務違反による解除
　　�「だんしん告知書」 の質問に対し、 故意または重大な過失によって、「だん
しん告知書」 で事実を告知されなかったかまたは事実と異なることを
告知された場合、 保障開始日から2年以内については「告知義務違反」 と
して解除される場合があります（お支払事由が発生した後であっても
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　　�解除される場合があります）。また、告知義務違反の内容が特に重大な場
合、保障開始日から2年を超えていたとしても詐欺による取り消しを理由
として、保険金を支払えないことがあります。

□　詐欺による取り消し・不法取得目的による無効の場合
　　�保険契約者または被保険者による詐欺の行為を原因として、この保険契約
の全部またはその被保険者についての部分が取り消しとされた場合、また
は、保険契約者または被保険者に保険金の不法取得目的があって、この保
険契約の全部またはその被保険者についての部分が無効とされた場合。

□　重大事由による解除の場合
　　�保険契約者、被保険者または保険金受取人が保険金を詐取する目的で事故
招致をしたときや暴力団関係者、その他の反社会的勢力に該当すると認め
られたときなど、重大な事由に該当し、この保険契約の全部またはその被
保険者についての部分が解除された場合

　□　�保障開始日よりも前に発生した傷害や疾病を原因として高度障害状態に該当された
とき

　　　�その傷害や疾病について告知したうえで加入したとしても支払いの対象とはなりま
せん。

③　支払われる保険金額

　保険事故が発生した場合、私学事業団に支払われる保険金額は、団信制度適用者の保険

事故発生日現在の貸付金残高となります。

④　保険金額の税務関係

　ア．死亡保険金は債務と相殺されるので、所得税・相続税の課税関係は生じません。

　イ．高度障害保険金に課税関係は生じません。

　税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。

⑾　保険年度

　毎年4月1日から翌年3月31日までの1年間となります。

⑿　制度発足日

　昭和63年10月1日
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第2章　団体信用生命保険制度に加入するには

１．団信制度加入の流れ
　団信制度の適用を希望する場合は、「だんしん告知書」に所定の事項を記入のうえ学校法人等を

通して私学事業団に提出してください。

２．「だんしん告知書」の配付
　学校法人等は、住宅貸付を希望する加入者に、「貸付申込書」等と一緒に「だんしん告知書」を配付

し、団信制度の主旨および重要事項について説明してください。

　なお、借受人から中途適用者の適用申し込みがあったときは、団信制度の主旨および重要事項に

ついて説明し、「だんしん告知書」を配付してください。

３．適用希望の「有・無」の確認
　「貸付申込書」を受理したときは、団信制度適用の希望の「有・無」のいずれかに○印があるか

確認のうえ、次のように取り扱ってください。

　有に○印のあるものは、「だんしん告知書」が添付されているか確認し、添付されていない場合

は添付するようご案内ください。

明治安田生命保険相互会社
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　※�団信制度適用の申し込みは、住宅貸付の申込時のみとなっており、途中からの加入はでき

ないので注意してください。

４．「だんしん告知書」の記入例

6

1 3 A 9 9 9 9 0 9 9 9 9

46

湯島
湯島太郎

太郎
ユシマ タロウ

522 153

東京 文京区湯島1-7-5
113 03 ×××× ××××

8441

10 3

139 7.5

3１ぜんそく性気管支炎
２てんかん　３糖尿病
2022
2017

3
1

2022 12１
2 2021年2月～3

2
3

月1回通院、服薬中　最終発作2017年1月
月1回通院、服薬中

2
3

1

2
3
1

2
3

1

告知事項第１～３項の
いずれかで  あり  と答
えた方は、病気やけが
の名前・障害内容・けが
または障害の原因等を
詳しくご記入ください｡
複数の病気等がある場
合もそれぞれの病気につ
いて「①‥②‥」と区別し
すべてご記入ください。

同意欄をご確認のうえ
同意チェックをご記入
ください。

この「申込書兼告知書」
に記入する日をご記入
ください｡(日付印は使
用しないでください）

身体障害者手帳をお持
ちの場合は、その写し
をご提出いただくこと
もありますのでご了承
ください。

目の病気や視力障害の
ある方は、発症部位（左
右・両眼) を病名に含
め、あわせて左右の裸
眼視力・きょう正視力
をご記入ください。

病気の名前(診断名)に
「高血圧(症)｣「糖尿病｣
「血糖値高め｣「耐糖能異
常｣「肝臓に関する病気｣
を告知された方は、数値
記入欄に最近の検査数
値等をご記入ください。

借入予定日現在の満年
齢をご記入ください。

ご提出時にご確認のう
え確認チェックをご記
入ください。
不明な点につきまして
は、｢重要事項に関するご
説明」をご確認いただく
か、私学事業団の窓口ま
たは事務幹事保険会社
までお問合せください。

糖尿病性眼症・糖尿病
性腎症・末梢神経障害
等、糖尿病に起因する
合併症がある場合は
  あり  に該当します。

告知日現在、インスリ
ン注射投与を受けてい
る方は  あり  としてく
ださい。

｢告知事項｣の質問に対
し、 なし  ・  あり  いず
れかを○でかこんでく
ださい。

｢てんかん」を告知され
た方は最終発作時期を
ご記入ください。

訂正がある場合、訂正
箇所数のご記入と自署
（フルネーム）をしてく
ださい。

自筆でご記入ください｡
（ゴム印は使用しないで
ください）

以下の要領に沿って、告知日現在の状況をありのままもれなくご記入ください。

《申込書兼告知書の記入要領》
消せるボールペンは使用しないでください。

【告知事項欄の用語説明および告知対象事例】

　「指示・指導」とは
医師の診察・検査を受けた結果、再検査をすすめられること、治療・投薬・入院・手術をすすめられること、日常の生活指導・勤務上の
制限・アドバイス等を受けることをいいます。

【告知対象となる事例】
〇腹痛で受診、医師よりアルコールを控えるようアドバイスを受けた。
〇医療機関を受診したが病名は告げられていない。「様子をみましょう」と言われた。
〇医療機関を受診し、病名は＊＊＊＊との診断を受けた。「半年後にまた来てください」と言われた。

【告知対象外となる事例】
〇人間ドックを受診したが結果はまだ知らない　　　〇人間ドックを受診した結果、異常なし
〇健康診断・人間ドック受診時の診察・検査のみ

　「２週間以上にわたり」とは
一連の病気やけがで、医師の治療（指示・指導を含みます）や投薬を受け、転医、転科を含め、初診から終診までの継続加療期間で、医
師の管理下にあった期間をいいます｡（実際の診療日数ではありません｡）過去３年以内に初診日が含まれていない場合でも、継続加療期間
が３年以内に含まれている場合は、告知が必要です。また、２週間分以上の薬を処方されているときは、｢２週間以上にわたり投薬を受け
たこと」に該当いたします。

【告知対象となる事例】
〇５年前に「狭心症」と診断され、現在まで発作の再発はなく、定期的な検査を受けている。
〇10年前に「脳梗塞」を発症した。後遺症もなく日常生活に支障はないが、内服薬を処方され定期的に通院している。
〇10年前に胃癌と診断され手術を受けた。その後再発・転移も無く現在は１年ごとに通院し、経過観察を受けている。

【告知対象外となる事象について】
〇完治後のかぜ・インフルエンザ　　　　　　　〇歯科医師（口腔外科は除く）による虫歯の治療・歯槽膿漏の治療
〇色覚異常　　　　　　　　　　　　　　　　　〇完治後の急性虫垂炎の手術
〇医師による治療として処方されたものではなく健康増進のための市販のビタミン剤の服用
〇現在治療を受けていない花粉症・水虫　　　　〇妊娠中および分娩後で定期健診のみ受診
〇予防接種後の副反応および副反応疑いがない場合
〇予防接種後に副反応または副反応疑いがあったとしても、医師による治療（指示・指導を含む）・投薬を受けていない場合

・この申込書兼告知書の太線の枠内は、被保険者が自筆でご記入のうえ、提出してください。
・記入後、「申込書兼告知書」の写しを本人控としてください。

4P
裏
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※「団体信用生命保険　申込書兼告知書（だんしん告知書）」は、私学共済ホームページからダウ

ンロードできます。申し込みの際は最新の用紙を使用してください。

５．「だんしん告知書」の受理・確認
　「だんしん告知書」は本人が記入するものとなりますので、学校法人等は、受理したときに記入

例にそって正しく記入されているかを確認してください。

６．「だんしん告知書」の提出
　学校法人等は、加入者から「だんしん告知書」の提出があったときは、「貸付申込書」等ととも

に私学事業団へ提出してください。

※�加入者控え用として必ず写しをお手元で保管してください。

７．団信制度適用の申し出期限
　申し出期限は貸付日の前月15日（2日送金）および月末（22日送金）までで、住宅貸付の申し込

み締め切り日と同じになります。ただし、その日が土・日または休日にあたるときは、直前の平日

となります。

８．「だんしん告知書」に不備があったとき
　「だんしん告知書」に不備の箇所があった場合は、学校法人等を通して照会します。学校法人等

は、該当者に連絡し、必要な書類の準備および訂正を行い、再提出してください。

　また、不備照会の回答に時間を要し、期限までに提出できない場合は、団信制度の適用が認めら

れなくなりますので、余裕をもって提出してください。

９．「貸付金決定送金通知書」等の送付
　団信制度の適用が認められたときは、住宅貸付決定時に「貸付金決定送金通知書」および「貸付

決定通知書（償還明細表）」により通知します。
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第３章　団体信用生命保険制度を脱退するとき

１．団信制度脱退の流れ

２．団信制度を任意脱退するには
　団信制度適用者から貸付金の償還期間中に団信制度から脱退したい旨の申し出があった場合、学

校法人等は「貸付金任意償還・団信制度脱退申込書」により、毎月15日までに必着するよう私学事

業団に提出してください。ただし、その日が土・日または休日にあたるときは、直前の平日となり

ます。

　また、申し出後直ちに脱退するわけではありません。脱退日は以下のとおりです。

・15日までに申し出があった場合・・・当月の末日

・16日以降に申し出があった場合・・・翌月の末日

※団信制度から一旦脱退すると再度加入はできませんので注意してください。

３．団信制度の保障が終了するとき
　次の事由に該当する場合は、保障終了日をもって自動的に脱退となりますので申し出は必要あり

ません。

①　死亡したとき

②　所定の高度障害状態に該当されたとき

③　貸付金を完済したとき

④　満年齢81歳に達したとき

⑤　退職したとき（継続資格取得や任意継続加入をする場合も含みます）

⑥　保険料充当金または償還金が3か月以上未納のとき

⑦　貸付規則による即時償還に該当したとき

団信制度脱退
の連絡

団信制度適用者 学校法人等 私学事業団 明治安田生命保険相互会社
（事務幹事保険会社）
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４．「団信制度脱退確認通知書」の送付
　「貸付金任意償還・団信制度脱退申込書」により、私学事業団で脱退を確認したときは「団信制

度脱退確認通知書」で通知します。

　また、12ページの3．④⑥の事由に該当するものについても同様に 「団信制度脱退確認通知書」で

通知をします。

※次の事由に該当する場合、以下のとおり脱退の通知をします。

・�12ページの3．①②の事由（保険金が支払われたとき）の場合で、貸付金残高が保険金の充当

により完済となったとき、「貸付金完済証明書」で通知します。

・�12ページの3．③の事由については、貸付金が完済となったことを私学事業団が確認したとき

に「貸付金完済証明書」で通知します。

・�12ページの3．①（保険金が支払われなかったとき）および⑤⑦の事由については、「貸付金即

時償還通知書」の送付をもって確認通知にかえます。

５．学校間の異動があったとき
①　所属学校変更者（同一法人の学校間の異動）

　すでに団信制度を適用している場合は、そのまま継続して取り扱います。

②　継続資格取得者（法人が異なる学校間の異動）

　原則、即時償還となりますので前任校で定期償還として通知された月の末日をもって脱退と

なります。

６．借り換えがあったとき
　団信制度の適用者が償還期間中に借り換えによる住宅貸付の申し込みをし、引き続き団信制度の

適用を希望した場合は、借り換え後の貸付額をもって再加入となります。この場合は新規適用者扱

いとなりますので、あらためて「だんしん告知書」を提出してください。

※留意事項

・�借り換え前の保障は終了し、あらためて団信制度に加入することになります。

・新規申し込みに伴う加入と同様、借り換えのときも告知義務があります。

・�告知が必要な傷病歴等がある場合、告知された健康状態によっては加入できないことや、その

傷病歴等を正しく告知されなかったために告知義務違反として、保険金を支払えないことがあ

ります。
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第４章　保険料充当金の徴収

１．保険料充当金徴収の流れ

２．保険料充当金の通知
　団信制度適用者が負担する保険料充当金は、「貸付金定期償還等通知明細書」等により、当月分

の定期償還金とあわせて通知します。

３．保険料充当金の適用者からの徴収
　団信制度適用者から定期償還金および保険料充当金を一括して徴収し、私学事業団に払い込んで

ください。

４．定期償還金または保険料充当金が未納となった場合の取り扱い
　定期償還金または保険料充当金が3か月以上未納となった場合は、団信制度から脱退となります。

　この場合の保険料充当金は、脱退日の属する月までを対象として徴収してください。

５．定期償還金および保険料充当金の口座振替不能の場合の通知
　定期償還金および保険料充当金が、残高不足、口座解約、契約取消等で振替不能となった場合は、

学校法人等に通知します。

保険料支払

団信制度適用者 学校法人等 私学事業団 明治安田生命保険相互会社
（事務幹事保険会社）
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第５章　保険事故（死亡・高度障害）が発生したとき

１．死亡保険金請求の流れ

住民票
（除票）

住民票
（除票）

住民票
（除票）

住民票（除票）

団信制度適用者 学校法人等 私学事業団 明治安田生命保険相互会社
（事務幹事保険会社）

団信制度脱退の登録
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２．保険事故発生の届け出
　団信制度適用者に保険事故（死亡・所定の高度障害）が発生したときには、直ちに私学事業団へ

連絡をしてください。

　私学事業団から「団体信用生命保険申出書」および「団体信用生命保険　ご請求手続きのご案内」

を送付します。

３．死亡保険金および高度障害保険金の請求
　家族および団信制度適用者は、「団体信用生命保険　ご請求手続きのご案内」を参照のうえ、以

下の書類を取りそろえて、速やかに学校法人等を経て私学事業団に保険金の請求をしてください。

　なお、死亡の場合のほか、所定の高度障害状態に該当した場合に高度障害保険金が支払われます。

死亡の前から所定の高度障害状態に該当していなかったかを確認のうえ、請求してください。

【保険金請求に必要な書類】　（「団体信用生命保険　ご請求手続きのご案内」を参照）

死亡の場合

①所定の死亡証明書（原本） ※�団信制度適用期間が2年を超えて死亡した
場合は、死亡診断書（死体検案書）の写
しでも手続き可能です。

②�死亡事実の記載のある住民
票または戸籍抄（謄）本
（原本）

※�住民票には、団信制度適用者以外の情報
は必要ありません。
※�死亡事実の記載のある住民票、または戸
籍抄（謄）本については、共済事業の他
の給付（埋葬料、遺族厚生年金等）と同
時請求の場合も、原本が必要です。

高度障害の場合 ①所定の障害診断書

４．保険事故発生月以降の定期償還金等を払い込んだとき
　保険事故（死亡・所定の高度障害）が発生した後、届け出により私学事業団がその事実を確認す

る間の定期償還金等については、従前どおり学校法人等あて通知します。

　このため、私学事業団に保険金が支払われたときに、すでに保険事故発生月以降の定期償還金等

が私学事業団に入金されている場合は、当該金額を還付します。

５．保険金の請求をしたにもかかわらず保険金の不支払いが決定したとき
　保険金を請求したにもかかわらず、告知義務違反等により保険金の不支払決定の通知があったと

きは、私学事業団は、学校法人等を通じて「保険金不支払通知書」および「貸付金即時償還通知書」

を送付します。
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６．「貸付金完済証明書」の送付
　私学事業団に保険金が入金されたときは、該当者の貸付金残高に充当されるため、学校法人等を

通して「貸付金完済証明書」を送付します。  
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Q．1
　団信制度とはどのような制度ですか。

A．�　団信制度とは、住宅貸付の借受人が万一、住宅貸付金の完済前に死亡・所定の高度障害と
なった場合、生命保険会社から私学事業団に支払われる保険金を充当することにより貸付金残

高を完済できる制度です。これにより、団信制度適用者の遺族等が、退職手当・マイホーム等

を手放すことなく、安心して生活できることを目的としています。

Q．2
　団信制度の特長はなんですか。

A．	①�　団信制度適用者が借入金の償還途中で万一、死亡または所定の高度障害状態に該当された
場合に、貸付金残高が保険金と相殺されるため、多額の債務を遺族等に残すという不安がな

くなります。

	 ②�　団信制度は団体加入保険であるため、加入規模が大きくなるとスケールメリットが働き適

用者の負担が割安となり、しかも、年々貸付金残高の減少に伴い保険料充当金も逓減してい

きます。

	 ③�　適用申し込み手続きは、医師による診査が不要です。申込時に「だんしん告知書」の告知

内容に合致していれば「だんしん告知書」を提出していただくだけで簡単に加入できます。

	 　※告知の内容によっては、追加資料として医師の診断書を提出していただくことがあります。

	 ④�　死亡保険金および高度障害保険金は貸付金残高と相殺されますので、所得税・相続税の課

税は発生しません。

	 　※税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。

Q．3
　団信制度はどのようなところで実施されていますか。

A．�　私学事業団の住宅貸付の団信制度は、任意加入となっていますが、民間金融機関の住宅ロー
ンにおいては自動的に組み込む方式（貸付利率に含まれている方式）が多く採用されています。

また、住宅金融支援機構等でも導入されています。

Q．4
　団信制度への適用資格はどうなっていますか。

A．�　団信制度の適用は、次の条件を満たした借受人が対象になります。
　①　貸付日現在の満年齢が20歳以上70歳未満の人

　②　「だんしん告知書」を私学事業団に提出し、適用が承認された人
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Q．5
　新規適用者および中途適用者の適用申し込みはどうなりますか。

A．�　団信制度の適用を希望する場合は、「だんしん告知書」に所定の事項を記入のうえ学校法人
等を通じて私学事業団に提出してください。

・新規適用者……�住宅貸付の申し込みと同時に団信制度適用の申し込み手続きをしてくださ

い。

・中途適用者……�住宅貸付申込時に適用を希望したが、告知内容に合致せず適用を受けること

ができなかった借受人が、後から健康状態などの変化により有資格者となっ

たときは、団信制度適用の申し込み手続きをしてください。

Q．6
　団信制度の適用申し込みは、なぜ住宅貸付申込時だけなのですか。

A．	�　団信制度は住宅貸付に付随した制度ですので、団信制度への適用申し込みも住宅貸付の申し
込みと同時になります。また、告知事項が「あり」で適用されなかった場合は、後から有資格

者となったときは中途適用者として団信制度適用の申し込み手続きが可能です。

	� 　任意加入の制度ですが、借受人の遺族等は退職手当等の資金を貸付金残高に充当することな

く団信制度による保険金をもって完済するため、生活の安定を図ることができます。

Q．7
　「だんしん告知書」を提出したのに適用されなかった場合、住宅貸付はどうなりますか。

A．	�　団信制度が適用されなくても、住宅貸付は借りられます。
	� 　ただし、Q．6のAのとおり、中途適用者として申し込みが可能になった場合には、ぜひ加入

を検討してください。

Q．8
　他の学校に異動した場合、「だんしん告知書」を再度提出する必要はありますか。

A．�　所属学校変更者（同一法人の学校間の異動）は、適用している団信制度をそのまま継続しま
す。ただし、継続資格取得者（法人が異なる学校間の異動）は、原則、即時償還となりますの

で前任校で定期償還として通知された月の末日をもって脱退となります。
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Q．9
　住宅貸付の借り換えをした場合、団信制度の適用はどのようになりますか。

A．�　団信制度適用者が償還期間中に借り換えによる住宅貸付の申し込みをし、引き続き団信制度
の適用を希望した場合は、借り換え後の貸付額をもって再加入となります。この場合は新規適

用者扱いとなりますので、あらためて「だんしん告知書」を提出してください。

Q．10
　保険料充当金は、適用者数が多いほど安くなるのですか。

A．�　保険料充当金は、住宅貸付申込時に大半の方が加入することを前提に算出しています。した
がって、適用者数が多くなるほど収支の安定が図られ、将来の負担額も軽減します。

Q．11
　保険料充当金の算出方法はどのようになっていますか。

A．	�　保険料充当金の計算は、貸付金残高（保険金額）に対して、次の計算方法で行います。

保険料充当金（月額）＝貸付金残高（保険金額）×保険料充当金率

	 保険料充当金率は、保険金額1万円につき月額3円30銭です（令和7年4月1日現在）。

（注1）保険料充当金に円未満の端数が生じた場合は、円未満を四捨五入し、円単位とします。

（注2）保険料充当金率は、年齢にかかわらず一定となります。

（注3）保険料充当金は、掛け捨てとなっています。
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Q．12
　保険料充当金はどのような方法で徴収し、支払うのですか。

A．�　保険料充当金は、「貸付金定期償還等通知明細書」を確認のうえ、毎月の定期償還金と一緒
に徴収し、私学事業団へ償還期限までに払い込みます。

Q．13
　保険料充当金は毎月同額ですか。

A．	�　貸付金残高は、定期償還が進むにしたがって毎月減少しますが、保険料充当金は毎年3月末
の貸付金残高（保険金額）をもとに計算し、4月から変更します。

	� 　したがって、保険料充当金はこの額を使用するため、その後の1年間は毎月同額となります。

	 　※�新規適用時および一部任意償還時を除きます。

Q．14
　一部任意償還した場合、その後の保険料充当金はどのようになりますか。

A．	�　一部任意償還後の貸付金残高をもって、一部任意償還月の翌月から次に到来する3月までの
各月における貸付金残高（保険金額）として保険料充当金を算出します。

	� 　したがって、一部任意償還月の翌月から貸付金残高が減少しただけ保険料充当金も軽減しま

す。
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Q．15
　保険料充当金は生命保険料控除の対象となりますか。

A．�　生命保険料控除の対象となる保険料は、保険金受取人を自己またはその配偶者、その他の親
族とする生命保険契約等に基づいて支払った保険料と定められています。この制度の保険金受

取人は私学事業団となっていますので、団信制度適用者の負担する保険料充当金は、生命保険

料控除の対象とはなりません。

	 ※税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。

Q．16
　保険金が支払われた場合、適用者およびその相続人に対して税金はかかりますか。

A．�　死亡保険金および高度障害保険金は貸付金残高と相殺されますので、所得税・相続税の課税
関係は生じません。

	 ※税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。

Q．17
　保険金で貸付金残高（債務）が相殺されるのはどのような場合ですか。

A．	�　団信制度適用者が貸付金の償還期間中に死亡・所定の高度障害となった場合、保険金が私学
事業団に支払われることによって、借受人の一切の貸付金残高が消滅します。

	 　※�所定の高度障害とは、適用日以降の傷害または疾病によって次の項目のいずれかに該当し

た場合をいいます。

	

①�両眼の視力を全く永久に失ったもの（※１）

②�言語またはそしゃくの機能を全く永久に失ったもの（※2）

③�中枢神経系または精神に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの（※3）

④�胸腹部臓器に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの（※3）

⑤�両上肢とも、手関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの（※4）

⑥�両下肢とも、足関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの（※4）

⑦�１上肢を手関節以上で失い、かつ、１下肢を足関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に
失ったもの
⑧�１上肢の用を全く永久に失い、かつ、１下肢を足関節以上で失ったもの

　　・（※1）～（※4）については、次ページに記載がございます。
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Q．18
　高度障害状態について、詳しく教えてください。

A．�　高度障害状態とは次のとおりです。

※１　眼の障害（視力障害）
　⑴�視力の測定は、万国式試視力表により、１眼ずつ、きょう正視力
について測定します。

　⑵�「視力を全く永久に失ったもの」とは、視力が0.02以下になっ
て回復の見込みのない場合をいいます。

　⑶�視
し

野
や

狭
きょう

さくおよび眼
がん

瞼
けん

下
か

垂
すい

による視力障害は視力を失ったも
のとはみなしません。

※２　言語またはそしゃくの障害
　⑴�「言語の機能を全く永久に失ったもの」とは、次の３つの場合を
いいます。

　　①�語音構成機能障害で、口唇音、歯舌音、口蓋音、こう頭音の４種のうち、３種以上の発音が不能
となり、その回復の見込みのない場合

　　②�脳言語中枢の損傷による失語症で、音声言語による意志の疎通が不可能となり、その回復の
見込みのない場合

　　③�声帯全部のてき出により発音が不能な場合
　⑵�「そしゃくの機能を全く永久に失ったもの」とは、流動食以外のものは摂取できない状態で、そ
の回復の見込みのない場合をいいます。

※３　常に介護を要するもの
　�「常に介護を要するもの」とは、食物の摂取、排便・排尿・その後始末、および衣服着脱・起居・歩行・
入浴のいずれもが自分ではできず常に他人の介護を要する状態をいいます。

※４　上・下肢の障害
　�「上・下肢の用を全く永久に失ったもの」とは、完全にその運動機能を失ったものをいい、上・下肢
の完全運動麻ひ、または上・下肢においてそれぞれ３大関節（上肢においては肩関節、ひじ関節お
よび手関節、下肢においてはまた関節、ひざ関節および足関節）の完全強直で、回復の見込みのな
い場合をいいます。

部位の例示

上 肢

下 肢

肩関節

また関節

ひざ関節

足関節

ひじ関節

手関節

Q．19
　保険金が支払われないのはどのような場合ですか。

※被保険者とは団信制度適用者です。
A．�　次のいずれかに該当する場合は、保険金をお支払いできないことがあります。…

　※貸付送金日が貸付実行日となります。

名　称 解除・免責等により保険金をお支払いできない場合
死亡保険金
高 度 障 害
保 険 金

□　保障開始日（＊１）から１年以内に自殺したとき
　　（＊１）�保障開始日は、貸付実行日（借り換え貸付の場合は、借り換え日）または事

務幹事保険会社がご加入を承諾した日のいずれか遅い方の日となります。
□　被保険者の故意により高度障害状態に該当されたとき
□　�保険契約者または保険金受取人の故意により死亡または高度障害状態に該当さ
れたとき

□　戦争その他の変乱により死亡または高度障害状態に該当されたとき
　　（その程度により全額または削減してお支払いする場合があります。）
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□　告知義務違反による解除
　　�「だんしん告知書」でおたずねすることに対し、故意または重大な過失によっ

て、「だんしん告知書」で事実を告知されなかったかまたは事実と異なること
を告知された場合、保障開始日から２年以内については「告知義務違反」とし
て解除される場合があります（お支払事由が発生した後であっても解除される
場合があります）。なお、告知義務違反の内容が特に重大な場合、保障開始日
から２年を超えていたとしても詐欺による取り消しを理由として、保険金をお
支払いできないことがあります。

□　詐欺による取り消し・不法取得目的による無効の場合
　　�保険契約者または被保険者による詐欺の行為を原因として、この保険契約の全
部またはその被保険者についての部分が取り消しとされた場合、または、保険
契約者または被保険者に保険金の不法取得目的があって、この保険契約の全部
またはその被保険者についての部分が無効とされた場合。

□　重大事由による解除の場合
　　�保険契約者、被保険者または保険金受取人が保険金を詐取する目的で事故招致
をしたときや暴力団関係者、その他の反社会的勢力に該当すると認められたと
きなど、重大な事由に該当し、この保険契約の全部またはその被保険者につい
ての部分が解除された場合

　□　�保障開始日よりも前に発生した傷害や疾病を原因として高度障害状態に該当されたとき
　　　�その傷害や疾病について告知いただいたうえでご加入されたとしてもお支払いの対象とは

なりません。

Q．20
　保障期間（保険期間）はいつからいつまでですか。

A．�　保障期間（保険期間）は以下のとおりです。
1．保障開始日
　ア．新規適用者…貸付送金日（毎月2日、22日）
　イ．中途適用者…適用申し込みの受付締め切り日（毎月15日）の属する月の翌月1日

2．保障終了日
　次のいずれかに団信制度適用者が該当したとき

事由 保障終了日

死亡したとき 死亡日
所定の高度障害状態に該当されたとき 高度障害固定日
貸付金を完済したとき 完済した日
満年齢81歳に達したとき 達した日の属する月の末日

任意脱退の申し出をしたとき
団信制度脱退申し出締め切り日の属する月の末日
ただし「貸付金任意償還・団信制度脱退申出書」に
より16日以降に申し出のあった場合は翌月末日

退職したとき（継続資格取得や任意
継続加入をする場合も含みます） 定期償還として通知された月の末日

保険料充当金または償還金が3か月以
上未納のとき

3か月以上未納となった日の属する月の末日
（なお、未納の起算日は、償還期限の属する月から
起算）

貸付規則による即時償還に該当した
とき 該当した日の属する月の末日

（注）借り換えによる住宅貸付の申し込みをした場合、借り換え前の保障は終了します。借り
換え後も団信制度の適用を希望する場合は、あらためて「だんしん告知書」を提出して
ください。
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保険料充当金早見表（月額）
令和7年4月1日現在

貸付金額
（万円）

保険料充当金
（円）

貸付金額
（万円）

保険料充当金
（円）

貸付金額
（万円）

保険料充当金
（円）

30 99 460 1,518 1,000 3,300

35 116 480 1,584 1,020 3,366

40 132 500 1,650 1,040 3,432

45 149 520 1,716 1,060 3,498

50 165 540 1,782 1,080 3,564

60 198 560 1,848 1,100 3,630

70 231 580 1,914 1,120 3,696

80 264 600 1,980 1,140 3,762

90 297 620 2,046 1,160 3,828

100 330 640 2,112 1,180 3,894

120 396 660 2,178 1,200 3,960

140 462 680 2,244 1,220 4,026

160 528 700 2,310 1,240 4,092

180 594 720 2,376 1,260 4,158

200 660 740 2,442 1,280 4,224

220 726 760 2,508 1,300 4,290

240 792 780 2,574 1,320 4,356

260 858 800 2,640 1,340 4,422

280 924 820 2,706 1,360 4,488

300 990 840 2,772 1,380 4,554

320 1,056 860 2,838 1,400 4,620

340 1,122 880 2,904 1,500 4,950

360 1,188 900 2,970 1,600 5,280

380 1,254 920 3,036 1,700 5,610

400 1,320 940 3,102 1,800 5,940

420 1,386 960 3,168 1,900 6,270

440 1,452 980 3,234 2,000 6,600
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用紙見本 1アミ

団体信用生命保険　申込書兼告知書（だんしん告知書）

基本 1 K1アミ

表示レイヤー

必要レイヤー

基本

令和7年4月改訂

明
治
安
田
生
命
用
欄

承　諾 謝　絶

特記事項

告知査定諾否決定通知書
上記被保険者について、右記のと
おり決定いたしましたのでご通知
いたします。
明治安田生命保険相互会社

0 0 0 0

（事務幹事保険会社）
明治安田生命保険相互会社　御中
貴社の定款および団体信用生命保険普通保険約款に基づき、下記の者の団体信用生命保険への加入を申し込みます。下記の告知記入事項は被

保険者自身が本申込書兼告知書次頁の「団体信用生命保険のご説明」「個人情報の取扱いについて」および「団体信用生命保険　重要事項に関す
るご説明」を承知のうえ記入したものであり、事実に相違ありません。
なお、この記入事項が事実に相違した場合は契約を解除されても異議ありません。

部 71616※本人控として、本告知書の写しをおとりいただき大切に保管ください。 25.04　8×2,000

申込人の加入者等記号・番号

（保険契約者）

日本私立学校振興・共済事業団
県コード 学種 学　校　番　号 個　人　番　号 枝　番

令和　　 年　　 月　　 日

年　　　月　　　日

私学事業団受付日

貸付内容

適用区分
私
学
事
業
団
用
欄

貸付日
（予定日）

１. 新規

２. 中途

百万 千 回円貸付金額
（保険金額） 償還回数

太
線
の
枠
内
は
被
保
険
者
ご
本
人
が
、
告
知
日
現
在
の
状
況
を
あ
り
の
ま
ま
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
訂
正
箇
所
に
は
必
ず
二
重
線
を
記
入
し
、
訂
正

箇
所
の
個
数
を
ご
記
入
の
う
え
ご
署
名
く
だ
さ
い
。
あ
り
の
ま
ま
を
も
れ
な
く
ご
記
入
さ
れ
な
い
と
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次の事項を確認のうえ､上記の日本私立学校振興・共済事業団を保険契約者とする団体信用生命保険への加入に同意し、署名しました。
●次頁の「団体信用生命保険のご説明」および「個人情報の取扱いについて」を承知し、同意しました。
●下記「告知事項」に記入した内容は事実に相違ありません。記入内容が事実と相違した場合は契約を解除されても異議ありません。
　また、保険会社が事実の確認が必要と認めた場合には、その確認に必要な便益を提供し、治療情報の開示に同意します。
●「団体信用生命保険　重要事項に関するご説明（「契約概要」および「注意喚起情報」）」の内容を確認し承知しました。
●この保険の保障内容等が意向に合致していることを確認しました。
●次の注意事項を確認しました。
・本書面提出前に、以下の「告知事項」に記入した内容を再度見直して、現在および過去における告知事項にもれがないこと
・告知内容にもれがある場合には、万一の場合に保険金が支払われず、保険金を債務の返済に充当できなくなること
・高度障害状態の原因となる傷害や疾病が保障開始日よりも前に発生しているときは、原則として保険金のお支払いの対象とならないことおよ
びその傷害や疾病について告知いただいたうえでご加入されたとしても、これらを原因とする場合にはお支払いの対象とならないこと

同意チェック

確認チェック

同
意
欄

確
認
欄

同意欄、確認欄の記載事項について同意、確認のうえ、自署し、保険契約への加入を申し込みます｡

Ⅰに記載の告知事項を確認のうえ、それぞれ「あり」「なし」のいずれかを必ず　で囲んでください

上記Ⅰで、「あり」に該当する項目があった場合、以下Ⅱの（１）～（５）すべてご記入ください。
(６）に該当する場合は、数値等をご記入ください

告 知 日
（記入日）

令和　　　　 年　　　 月　　　 日
フリガナ
被保険者氏名
（ 自 署 ）

姓 名 男１ 女２性
別

満 　　　歳
年齢

（借入予定日現在）

※この申込書兼告知書を記入した日をご記入ください。

３ 昭和
５ 平成

年

〒 電
話
番
号

都 道
府 県

－
－ －

月 日 訂正
箇所

（訂正がある場合は訂正箇所数を記入のうえ自署）
自
署箇所

心臓・
血圧

狭心症、心筋こうそく、心臓弁膜症、
先天性心臓病、心筋症、高血圧症、
不整脈、その他心臓病

精神・
神経

精神病、うつ病、神経症、てんかん、
自律神経失調症、アルコール依存症、
薬物依存症、知的障がい、認知症

脳 脳卒中（脳出血・脳こうそく・くも膜下出
血）、脳動脈硬化症、その他脳の病気

最近３ヵ月以内に医師の治療（指示・指導を含みます）・投薬を受けたことがありますか。
※｢指示・指導｣とは、医師の診察・検査を受けた結果、再検査をすすめられること、治療・投薬・入院・手術をすすめられること、日常の生活
指導・勤務上の制限・アドバイス等を受けることをいいます。

※健康診断・人間ドック受診時の診察・検査のみの場合は告知対象ではありません。

手・足の欠損または機能に障害がありますか。または、背骨（脊柱）・視力・聴力・言語・そしゃく機能に障害がありますか。

過去３年以内に以下の病気で、手術を受けたことまたは２週間以上にわたり医師の治療（指示・指導を含みます。）・投薬
を受けたことがありますか。
※「２週間以上にわたり」については、《申込書兼告知書の記入要領》の【告知事項欄の用語説明】をご確認ください。告

知

事

項

2

1

Ⅰ

Ⅱ

3

生年月日

現 住 所

あ
り

な
し

あ
り

な
し

あ
り

な
し

肺・
気管支

ぜんそく、慢性気管支炎、肺結核、
肺気腫、気管支拡張症

肝臓・
すい臓

肝炎、肝硬変、肝機能障がい、
すい臓炎

腎臓 腎炎、ネフローゼ、腎不全
目 緑内障、網膜の病気、角膜の病気

胃・腸 胃かいよう、十二指腸かいよう、
かいよう性大腸炎、クローン病

がん・
しゅよう

がん、肉腫、白血病、しゅよう、
ポリープ

女性にのみ
告知いただ
きたい病気

子宮筋腫、子宮内膜症、
卵巣のう腫、乳腺症

その他の
病気

糖尿病、リウマチ、こうげん病、
貧血症、紫斑病

複数の病気等がある場合、①②…と区別しすべてご記入ください。
（１）【病気やけがの名前（診断名）・障害内容・けがまたは障害の原因】

（５）【症状経過】ア～エのいずれかを選択してください。

（６）〔高血圧症を告知された場合は最近の血圧値〕

〔糖尿病を告知された場合は最近の検査数値等〕

〔肝臓に関する病名を告知された場合は最近の検査数値〕

（２）【治療（指示・指導を含みます。）・投薬を受けた年月】

（３）【入院の有無および期間】

（４）【手術の有無・時期および手術名】

年　　　 月  ～　　　　　　  年　　　 月

年　　 月  ～　　  年　　 月（約　　　日間）

手術時期（　　　　　　年　　　　　 月）
手術名

ありなし

ありなし

完治  　終診年月（　  　　年　　　月）
経過観察中　 受診間隔（　  　　ヵ月毎・　　　  年毎）
再検査  ・  治療  ・  入院  ・  手術  をすすめられている
治療中　  現在の症状・治療内容等をご記入ください。

ア
イ
ウ
エ

ありなし ありなし合併症現在のインスリン治療

mg/dℓ空腹時血糖値 ％HbA1c

mmHg最高（収縮期圧） mmHg最低（拡張期圧）

GOT（AST）=　　　　 IU/ℓ、  GPT（ALT）=　　　　   IU/ℓ、  γ-GTP=　　　　   IU/ℓ

０ 0

1枚目1 K 1枚目カラム あり

5P
（感圧）

※「団体信用生命保険　申込書兼告知書（だんしん告知書）」は、私学共済ホームページからダウ
ンロードできます。申し込みの際は最新の用紙をご使用ください。
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